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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両の運行状況を把握し、視覚化された各種情報を所定のタイミングで前記車両内の表
示部に表示する車両内情報システムであって、
　前記表示部の画面領域の一部または全ての画面領域を覆い、タッチ操作を検知して操作
情報として出力する入力部と、
　前記各種情報を、前記タッチ操作によりアクセスすることができる任意案内情報と前記
タッチ操作によりアクセスすることができない任意除去案内情報とに予め区分しておき、
前記入力部が前記タッチ操作による操作情報を検知しないときは、前記各種情報の前記任
意案内情報と前記任意除去案内情報とを前記所定のタイミングで前記表示部に表示し、前
記入力部が前記タッチ操作による操作情報を検知したときは、前記表示部に既に表示済み
の前記任意案内情報を前記表示部に再度表示し、かつ、その後操作情報が検知されなくな
った時点から一定時間経過するまで再度表示された任意案内情報の表示を継続させる情報
出力部と、
　を備えたことを特徴とする車両内情報システム。
【請求項２】
　前記情報出力部は、前記任意案内情報の前記表示部への表示出力時には、利用者から前
記入力部へのタッチ操作が一定時間無い場合、前記任意案内情報の出力を中止し、前記各
種情報を所定のタイミングで表示部に出力する通常の情報表示画面および表示動作に自動
的に復帰すること、を特徴とする請求項１に記載の車両内情報システム。
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【請求項３】
　タッチ操作可能な前記入力部は、車両に複数搭載され、
　前記情報出力部は、前記通常の情報表示画面および表示動作に自動的に復帰するタイミ
ングを、タッチ操作されていない入力部に表示されている各種情報の通常の情報表示切替
えタイミングに同期させること、を特徴とする請求項２に記載の車両内情報システム。
【請求項４】
　前記情報出力部は、前記通常の情報表示切替えタイミングに同期させて切替える動作中
に、利用者に対して伝達すべき緊急案内情報を表示する事態が発生した場合、通常の情報
への同期切替え待ち中の動作に優先して前記緊急案内情報に切替え表示する動作を行うこ
と、を特徴とする請求項３に記載の車両内情報システム。
【請求項５】
　前記表示部の一部画面領域には、所定の定型文または所定の定型図で視覚化されたタッ
チ操作可能領域が明示されており、
　前記情報出力部は、このタッチ操作可能領域をタッチ操作することで利用者所望の前記
任意案内情報を前記表示部に出力すること、を特徴とする請求項１または２のいずれかに
記載の車両内情報システム。
【請求項６】
　前記表示部の一部画面領域には、半透明化された所定の定型文または半透明化された所
定の定型図で視覚化されたタッチ操作可能領域が明示されており、
　前記情報出力部は、このタッチ操作可能領域をタッチ操作することで利用者所望の前記
任意案内情報を前記表示部に出力すること、を特徴とする請求項１または２に記載の車両
内情報システム。
【請求項７】
　前記表示部の一部画面領域には、透明化されたタッチ操作可能領域が設けられており、
　前記情報出力部は、このタッチ操作可能領域をタッチ操作することで利用者所望の前記
任意案内情報を前記表示部に出力すること、を特徴とする請求項１または２に記載の車両
内情報システム。
【請求項８】
　前記表示部の一部画面領域または全画面領域には、透明化されたタッチ操作可能領域が
設けられており、
　前記情報出力部は、方向性を持つタッチ操作を行うことで利用者所望の前記任意案内情
報を前記表示部に出力すること、を特徴とする請求項１または２に記載の車両内情報シス
テム。
【請求項９】
　前記表示部の一部画面領域または全画面領域には、透明化されたタッチ操作可能領域が
設けられており、
　前記情報出力部は、方向性および加速度を持つタッチ操作を行うことで利用者所望の前
記任意案内情報を前記表示部に出力すること、を特徴とする請求項１または２に記載の車
両内情報システム。
【請求項１０】
　車両の運行状況を把握し、視覚化された各種情報を所定のタイミングで前記車両内の表
示部に表示する車両内情報システムであって、
　前記表示部の画面領域の一部または全ての画面領域を覆い、タッチ操作を検知して操作
情報として出力する入力部と、
　前記各種情報を、前記タッチ操作によりアクセスすることができる任意案内情報と前記
タッチ操作によりアクセスすることができない任意除去案内情報とに予め区分しておき、
前記入力部が前記タッチ操作による操作情報を検知しないときは、前記各種情報の前記任
意案内情報と前記任意除去案内情報とを前記所定のタイミングで前記表示部に表示し、前
記入力部が前記タッチ操作による操作情報を検知したときは、前記表示部に既に表示済み
の前記任意案内情報を前記表示部に再度表示し、かつ、その後操作情報が検知されなくな
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った時点から一定時間経過するまで再度表示された任意案内情報の表示を継続させる情報
出力部と、
　を備え、
　前記入力部には、車両の所定の運行期間がタッチパネル操作可能期間として区分されて
いると共に、それ以外の期間がタッチパネル操作不可期間として区分され、
　前記情報出力部は、前記タッチパネル操作可能期間では前記任意案内情報へのアクセス
を可能とし、前記タッチパネル操作不可期間では前記任意案内情報へのアクセスを禁止し
、前記タッチパネル操作不可期間に入る一定期間前のタイミングから、タッチ操作不可を
予告する情報と利用者への安全確保を促す情報とを、所定の定型文または所定の定型図で
視覚化した情報として重畳表示させること、を特徴とする車両内情報システム。
【請求項１１】
　前記情報出力部は、前記タッチパネル操作不可期間において、操作不可を示す情報を、
所定の定型文または所定の定型図で視覚化した情報として重畳表示させること、を特徴と
する請求項１０に記載の車両内情報システム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、鉄道車両内の乗客に対して運行情報等に代表される各種案内情報を通知する
車両内情報システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　鉄道に搭載される従来の車両内情報装置は、行き先案内等に代表される車両の運行に関
する情報を、運行状態に応じたタイミングで表示するとともに、ＦＭ多重放送を通じて受
信したニュース等の各種情報を乗客に向けて表示することで、乗客に対するサービスの向
上を図るものである（例えば、下記特許文献１)。
【０００３】
　さらに従来の車両内情報システムは、車両の運行情報を、液晶モニタに代表される表示
手段を用いて逐次乗客に伝えるとともに、各種宣伝（ＣＭ）やニュース等の一般情報を乗
客に伝える表示手段を別個に備えることで、さらに多くの情報を乗客に伝えるようにした
ものもある（例えば、下記特許文献２)。
【０００４】
　これらの従来技術は、走行速度や走行位置、時刻、駅間距離、駅間走行所要時間、ドア
の開閉状態等の各種情報を収集し、車両の運行状態に応じたタイミングで予め用意された
定型文や定型図を表示することで、運行情報、路線案内、乗換案内、次停車駅の設備案内
等の各種案内情報を、乗客に対して一方向に通知する。また、これらの従来技術は、各種
宣伝（ＣＭ）やニュース等の一般情報を、同じ表示手段上に重畳して表示したり、別個に
用意された表示手段に表示したりすることで、乗客に様々な情報を伝える。
【０００５】
　特に、特許文献２の技術は、液晶モニタに代表される表示手段の画面が上下に分割され
、第１の分割部に、例えば、次の停車駅を「次は○○駅です」のようなテキスト文字を表
示したり（現在駅、次駅表示機能)、列車の行き先情報や、号車番号と現在時刻を表示し
たりする機能を備えている。さらに、特許文献２の技術は、第２の分割部に、車両の運行
状態に応じたタイミングで、予め用意された定型文や定型図の静止画像を逐次切替えて表
示する。第２の分割部に表示される情報としては、路線案内、乗換案内、設備案内、マナ
ー案内（携帯電話、優先席)、テロ警戒案内、開扉方向案内、運行情報、急停車案内、ド
ア開閉時案内、女性専用車案内等の情報であり、特許文献２の図１０には、次停車駅直前
付近で表示される設備案内と乗換案内との表示例が示されている。
【０００６】
　これらの従来技術は、車両の各種案内情報を、決められた運行タイミングで乗客へ一方
向に通知する動作を基本としているため、この各種案内情報は、単位時間毎に切替えて鉄
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道車両内の乗客に通知される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平１０－２８７２４２号公報（第８頁、第１図）
【特許文献２】特開２００４－７０２５４号公報（第６頁、第１図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上記従来の技術では、各種案内情報が単位時間毎に自動的に切り替えて
乗客に通知されるため、一度表示された特定の案内情報を見逃しその案内情報を再度見る
ことを所望する乗客は、その案内情報が再び表示されるタイミングまで待つか、その案内
情報を二度と見ることができないという問題点があった。
【０００９】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、車両の運行状態に応じたタイミングで
各種案内情報を表示するだけでなく、乗客が任意のタイミングで所望する案内情報を取得
することができる車両内情報システムを得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明は、車両の運行状況を把握し、
視覚化された各種情報を所定のタイミングで前記車両内の表示部に表示する車両内情報シ
ステムであって、前記表示部の画面領域の一部または全ての画面領域を覆い、タッチ操作
を検知して操作情報として出力する入力部と、前記各種情報を、前記タッチ操作によりア
クセスすることができる任意案内情報と前記タッチ操作によりアクセスすることができな
い任意除去案内情報とに予め区分しておき、前記入力部が前記タッチ操作による操作情報
を検知しないときは、前記各種情報の前記任意案内情報と前記任意除去案内情報とを前記
所定のタイミングで前記表示部に表示し、前記入力部が前記タッチ操作による操作情報を
検知したときは、前記表示部に既に表示済みの前記任意案内情報を前記表示部に再度表示
する情報出力部と、を備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　この発明によれば、乗客が任意のタイミングで所望する案内情報を取得することができ
るという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、本発明の実施の形態１における車両内情報システムの構成を示す図であ
る。
【図２】図２は、図１の表示入力部が設置される場所の一例を示す平面図である。
【図３】図３は、図１の表示部に表示される案内情報の一例を示す図である。
【図４】図４は、図１の情報制御部で実行される各種案内情報の切替え動作を説明するた
めの図である。
【図５】図５は、図１の情報制御部によって切替え表示される各種案内情報の表示例を示
す図である。
【図６】図６は、図１の入力部における入力操作領域を説明するための図である。
【図７】図７は、図１の情報制御部による任意案内情報の表示動作を説明するための図で
ある。
【図８】図８は、本発明の実施の形態２にかかる情報制御部による表示動作を説明するた
めの図である。
【図９】図９は、本発明の実施の形態２にかかる情報制御部によって表示される案内情報
の一例を示す図である。
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【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下に、本発明にかかる車両内情報システムの実施の形態を図面に基づいて詳細に説明
する。なお、この実施の形態によりこの発明が限定されるものではない。
【００１４】
実施の形態１．
　図１は、本発明の実施の形態１における車両内情報システムの構成を示す図であり、図
２は、図１の表示入力部が設置される場所の一例を示す平面図である。
【００１５】
　図２に示される車両２の両側面には、乗客が乗降する開閉扉３が複数個設けられている
。また、車両２には、乗客が他の車両との間を行き来するための連絡扉４が設けられてい
る。
【００１６】
　図２の車両２には、図１に示される表示入力部９の代表的な設置場所５、６が示されて
いる。具体的には、車両内側から各扉３、４側を見たとき、表示入力部９は、開閉扉３の
上部左側５ａと、開閉扉３の上部中央５ｂと、開閉扉３の上部右側５ｃと、開閉扉３の左
側側壁５ｄと、開閉扉３の右側側壁５ｅであり、さらに、連絡扉４の左側側壁６ａと、連
絡扉４の右側側壁６ｂとに設置されている。なお、上記設置場所５、６以外にも、例えば
、乗客から容易に見える場所であり、かつ、タッチ操作が容易な場所を表示入力部９の設
置場所としてもよい。
【００１７】
　次に、図１に示される表示部７は、液晶パネル等に代表される表示デバイスで構成され
、表示モニタとしての機能を有する。この表示部７には、停車駅名、行き先案内、および
乗換駅等の視覚化された各種案内情報が、車両２の運行状態に応じたタイミングで表示さ
れる。なお、「車両２の運行状態」とは、車両２が停車中、走行中、あるいは徐行中であ
る状態や、車両２が運行前の車庫に入っている状態を示し、「車両２の運行状態に応じた
タイミング」とは、例えば、ある基準点からの車両２の位置（ｋｍ等）や、停車中の経過
時間や、走行中の経過時間などを示す。
【００１８】
　入力部８は、タッチパネル等のセンシングデバイスで代表される入力素子で構成されて
おり、表示部７の表示画面の全領域または一部領域を覆うことで、乗客からの入力操作情
報を得ることができる。
【００１９】
　情報制御部１０は、走行速度、走行位置、時刻、駅間距離、駅間走行所要時間、および
ドアの開閉状態等の車両２の各種情報を取り込み、停車駅名、行き先案内、および乗換駅
等の、運行に関連する各種案内情報を、車両２の運行状態に応じたタイミングで逐次出力
する。なお、情報制御部１０から出力される各種案内情報は、必要に応じて更新される。
【００２０】
　さらに、情報制御部１０は、乗客が入力部８をタッチ操作した際、入力部８から出力さ
れる入力操作情報を取り込み、乗客が所望する情報である任意案内情報の出力表示制御を
行う。
【００２１】
　情報発生部１１は、情報制御部１０からの各種案内情報を取り込み、後述する図５に示
されるような視覚化された案内情報として表示部７に出力する。
【００２２】
　次に、図３および図４を用いて本実施の形態にかかる車両内情報システムの動作を説明
する。図３は、図１の表示部に表示される案内情報の一例を示す図であり、図４は、図１
の情報制御部１０で実行される各種案内情報の切替え動作を説明するための図である。
【００２３】
（案内情報表示画面の通常時における動作）
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　まず、入力部８をタッチ操作しない通常時における案内情報表示画面の動作について説
明する。図２に示される車両２が運行スケジュールに沿って運行されると、情報制御部１
０に取り込まれた各種案内情報は、車両２の運行状態に応じたタイミングで情報発生部１
１に送信される。情報発生部１１は、情報制御部１０からの各種案内情報を視覚化された
案内情報として再生され、表示部７には視覚化された案内情報が表示される。
【００２４】
　表示部７に表示される代表的な案内情報の一例を、図３を用いて説明する。
【００２５】
　図３に示される表示部７の区分７ａの領域には、主にテキスト文字が表示され、例えば
、次の停車駅が「次は○○駅です」のように表示（現在駅、次駅表示機能）されるととも
に、列車の行き先情報や号車番号や現在時刻等が表示される。この領域に表示される次の
停車駅名や、停車中の駅名、および現在時刻等の各情報は、列車の運行位置や時間によっ
て逐次切替えて表示される。
【００２６】
　表示部７の区分７ｂの領域には、車両２の運行状態に応じたタイミングで、予め用意さ
れた定型文や定型図の静止画像が逐次切替えて表示される。ここで、区分７ｂの領域に表
示される案内情報としては、設備案内や乗換案内情報（どちらも次停車駅の情報）の他に
、路線案内図（現在車両位置案内)、マナー案内（携帯電話、優先席)、テロ警戒案内、開
扉方向案内、運行情報、急停車案内（緊急時案内情報)、ドア開閉時案内、女性専用車案
内等の情報である。情報制御部１０は、これらの情報を、基準点からの車両２の位置（ｋ
ｍ等）や、停車中および走行中の経過時間に応じて、逐次切替えて出力する。
【００２７】
　次に、情報制御部１０で実行される各種案内情報の切替え動作について、図４を用いて
詳しく説明する。図４は、ある車両２がＡ駅に停車してから開閉扉３が開き、その後開閉
扉３が閉まり発車した後、Ｂ駅、Ｃ駅へと各駅に停車する場合の表示部７の表示内容につ
いて、横軸を停車・走行経過時間として示したものである。
【００２８】
　図４の上部領域には、表示部７の区分７ａの領域に逐次切替えて表示されるテキスト文
字案内情報が示され、図４の下部領域には、表示部７の区分７ｂの領域に表示される案内
情報が示されている。
【００２９】
　最初に、区分７ａの領域に表示されるテキスト文字案内情報の表示切替えについて、車
両２がＡ駅に停車した直後からＢ駅に停車する直前までを例にして説明する。まず、Ａ駅
に車両２が停車し、開閉扉３が開いた直後（Ａ駅に停車中（ドア開)）には、「ただいま
Ａ駅です」のような「到着案内」情報（７ａｌ）が表示される。その後、開閉扉３が閉じ
てから車両２が発車し、車両速度が所定の速度以上（例えば５ｋｍ／ｈ以上）に達するま
での間（Ａ駅に停車中（ドア閉))、「快速○駅行き」のような「行先案内」情報（７ａ２
）が表示される。そして、車両２が所定の速度以上になり、その後車両２がＢ駅手前○○
ｍ等のある決められた地点に到達するまでの間、「次はＢ駅です」のような「次駅案内」
情報（７ａ３）が表示される。そして車両２がＢ駅手前○○ｍ等のある決められた地点か
らＢ駅に停車して開閉扉３が開くまでの間、「まもなくＢ駅です」のような「到着予告案
内」情報（７ａ４）が表示される。
【００３０】
　情報制御部１０は、以上の表示切替え動作を、Ｂ駅発車後も同様に繰り返すことで、区
分７ａの領域にはテキスト文字案内情報が逐次切替えて表示される。その他、例えば図３
に示したように、区分７ａの領域に、列車の号車番号や現在時刻等の情報を表示するよう
に構成してもよい。
【００３１】
　ここでは、区分７ａの領域に表示される案内情報の切替え方法(切替えタイミング)につ
いて説明したが、例えば「次駅案内」情報（７ａ３）を表示する場合に、「次はＢ駅です



(7) JP 5523559 B2 2014.6.18

10

20

30

40

50

」という内容を、日本語と異なる言語で切替えて表示するように構成してもよい。この場
合の表示例としては、例えば、ある一定時間毎（例：３秒毎)または可変時間毎（例：自
国語（４秒)、他国語（２秒）等）に、異なる言語による案内情報を切替えて表示するこ
とが考えられる。
【００３２】
　また、「快速○駅行き」のような、終着駅に到着するまで共通する内容の「行先案内」
情報（７ａ２）を表示する場合、車両２の停車・走行中にかかわらず、絶えず区分７ａの
領域に、「行先案内」情報（７ａ２）と他の案内情報とを同時に表示するように構成して
もよい。この場合の表示例としては、他の表示案内情報の妨げにならないよう、区分７ａ
の領域の上部に、「行先案内」情報（７ａ２）を縮小して表示することが考えられる。
【００３３】
　以上の動作説明では、表示入力部９の設置場所は、図２の５ａ、５ｂ、５ｃ、５ｄ、５
ｅに示されるような開閉扉３付近であるが、これは、開閉扉３が開くことを想定している
ためである。しかしながら、表示入力部９が、例えば、駅停車中に開かない開閉扉３付近
や開閉扉３から離れた連絡扉４付近（図２の６ａ、６ｂ）に設置されている場合、設置場
所毎に異なる表示切替え動作を行うように構成してもよい。具体例で説明すると、このよ
うな場所に設置された表示入力部９では、例えば、車両２が駅に停車して開閉扉３が開い
た直後から、車両発車後の速度が所定の速度以上に達するまでの間、「到着案内」情報（
７ａ１）が表示されず、「行先案内」情報（７ａ２）が最初から表示される。
【００３４】
　次に、区分７ｂの領域に表示される各種案内情報の表示切替えについて、車両２がＡ駅
に停車した直後からＢ駅に停車する直前までを例にして説明する。まずＡ駅に車両２が停
車し、開閉扉３が開いた直後（図４のＡ駅停車中（ドア開)）には、「乗換・設備案内」
情報（７ｂ１）と「運行情報」（７ｂ２）とが切替えて表示される。ここでの切替え方法
としては、例えば「乗換・設備案内」情報（７ｂｌ）と「運行情報」（７ｂ２）とを一定
時間間隔（例えば６秒間隔等）で切替えて表示したり、「乗換・設備案内」情報（７ｂｌ
）を一定の時間一回のみ表示した後に、「運行情報」（７ｂ２）のみを表示し続けるなど
の態様が考えられる。
【００３５】
　また、上述した「運行情報」（７ｂ２）は、運行情報配信センターからデジタル列車無
線等を用いて逐次車両内情報システムへ配信される情報であり、情報制御部１０は、その
配信情報を取り込み、定型文や定型図で表現される「運行情報」（７ｂ２）として出力す
る。従って、配信情報が多い場合には、表示部７に表示される「運行情報」（７ｂ２）が
複数枚（ｎ枚）となる場合も考えられる。その場合、情報制御部１０は、これらの情報を
、「乗換・設備案内」情報、「運行情報１」、「運行情報２」・・・「運行情報ｎ」とい
うように、単位時間毎に逐次切替えて表示することになる。
【００３６】
　また、表示入力部９の設置場所が、駅停車中に開かない開閉扉３付近や開閉扉３から離
れた連絡扉４付近（図２の６ａ、６ｂ）に設置されている場合、情報制御部１０は、この
ような場所に設置された表示入力部９に対して、停車直後に「乗換・設備案内」情報（７
ｂ１）を出力せず、「乗換・設備案内」情報（７ｂ１）の次に表示すべき案内情報を出力
するように構成してもよい。
【００３７】
　次に、開閉扉３が閉じてから車両２が発車し、車両速度が所定の速度以上（例えば５ｋ
ｍ／ｈ以上）に達するまでの間（図４のＡ駅停車中（ドア閉）で示した期間）、情報制御
部１０は、図に示した各種案内情報をある一定時間間隔（例えば６秒間隔等）で切替えて
表示する。ここで表示される案内情報は、表示順に「路線案内（日本語）広域」情報（７
ｂ３)、「路線案内（日本語）近傍」情報（７ｂ４)、「路線案内（英語）広域」情報（７
ｂ５)、「路線案内（英語）近傍」情報（７ｂ６)、「運行情報」（７ｂ７）である。最後
に表示される「運行情報」（７ｂ７）迄を全て表示し終わった場合の動作としては、最初



(8) JP 5523559 B2 2014.6.18

10

20

30

40

50

の「路線案内（日本語）広域」情報（７ｂｌ）に戻ってそれまで表示した案内情報を繰り
返し表示するか、最後に表示した「運行情報」（７ｂ７）のみを表示し続けるような表示
方法が考えられる。
【００３８】
　次に車両２がある決められた速度以上になり、その後車両２がＢ駅手前○○ｍ等のある
決められた地点に到達するまでの間、情報制御部１０は、図４に示される各種案内情報を
ある一定時間間隔（例えば１２秒間隔等）で切替えて表示する。ここで表示される案内情
報は、表示順に「運行情報」（７ｂ８)、「路線案内（日本語）広域」情報（７ｂ９)、「
路線案内（日本語）近傍」情報（７ｂ１０)、「路線案内（英語）広域」情報（７ｂｌｌ)
、「路線案内（英語）近傍」情報（７ｂｌ２)、「乗換案内」情報（７ｂｌ３)、「設備案
内」情報（７ｂｌ４)、「運行情報」（７ｂｌ５)、「テロ警戒（日本語)」情報（７ｂｌ
６)、「テロ警戒（英語)」情報（７ｂｌ７)、「優先席マナー」情報（７ｂｌ８)、「携帯
電話利用マナー」情報（７ｂｌ９）である。最後に表示される「携帯電話利用マナー」情
報（７ｂｌ９）迄を全て表示し終わった場合の動作としては、最初の「運行情報」（７ｂ
８）に戻ってそれまで表示した案内情報を繰り返し表示するか、最後に表示した「運行情
報」（７ｂｌ９）のみを表示し続けるような表示方法が考えられる。
【００３９】
　次に車両２がＢ駅手前○○ｍ等のある決められた地点からＢ駅に停車して開閉扉３が開
くまで間、情報制御部１０は、図４に示される「開扉方向案内」情報（７ｂ２０）と「設
備案内」情報（７ｂ２１）を切替えて表示する。ここでの切替え方法としては、例えば「
開扉方向案内」情報（７ｂ２０）と「設備案内」情報（７ｂ２１）をある一定時間間隔（
例えば６秒間隔等）で切替えて表示するような方法が考えられる。情報制御部１０は、以
上説明したような表示切替え動作をＢ駅発車後も繰り返すことで、区分７ｂの領域には案
内情報が逐次切替えて表示される。
【００４０】
　以上、領域７ｂに表示される各種案内情報の代表的な切替え方法（切替えタイミング）
について示したが、これはあくまでも動作の一例であり、表示される各種案内情報の表示
順序や表示内容そのものが変わってもよい。
【００４１】
（案内情報表示画面のタッチパネル操作時における動作）
（動作概要）
　上記説明では、車両２が運行スケジュールにより運行されている場合において、乗客が
タッチ操作しないときの動作を述べたが、以下の説明では、乗客が設置場所５、６の何れ
かに設置された表示入力部９に接近し、その乗客が入力部８の一部領域をタッチ操作する
ことで、所望する案内情報（以後「任意案内情報」とする）を任意に取得する場合の動作
を説明する。なお、以下の説明では、最初に動作概要を説明した上で、詳細動作を説明す
る。
【００４２】
　最初に動作概要を説明する。ここでは、表示部７の区分７ｂの領域に各種案内情報が切
替え表示されるときの動作を、具体例を用いて説明する。
【００４３】
　図５は、情報制御部１０によって切替表示される各種案内情報の表示例を示す図である
。なお、図５は、これまで説明した各種案内情報の中から代表的な３種の案内情報に絞り
、それらの案内情報がある一定時間間隔で区分７ｂの領域に切替え表示される場合につい
て示すものである。
【００４４】
　ここで、案内情報７ｃは、「路線案内（日本語）広域」情報であり、案内情報７ｄは、
「路線案内（日本語）近傍」情報であり、案内情報７ｅは、「乗換・設備案内」情報であ
る。図５には、タッチ操作が無い通常の動作において、これらの３つの案内情報がある一
定の時間間隔で７ｃ、７ｄ、７ｅの順で切り替えて表示される例が示されている。なお、
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実際の車両運行時に表示される情報としては、これら３つの案内情報以外にも様々な案内
情報があるが、ここでは代表的な３種の案内情報(７ｃ、７ｄ、７ｅ）のみに絞って簡略
化して説明している。
【００４５】
　本発明の車両内情報システムは、タッチパネル（入力部８）で表示部７を覆うように構
成することで、乗客がその入力部８にタッチ操作した際の入力操作情報を情報制御部１０
が得ることができるように構成され、以下に述べる動作を従来技術の表示動作に追加して
行う。ただし、以下に示す動作説明では、入力部８が表示部７の表示画面全領域を覆う場
合を想定しているが、用途によっては一部画面領域だけを覆うように構成してもよい。
【００４６】
　まず、表示部７の一部画面領域を乗客からのタッチ操作を受け付ける領域として定義す
る。例えば、図５に示すように、明確化された定型図で表示された入力操作領域８ａを、
各種案内情報の表示画面内に設けることで、タッチ操作可能な領域がある事を伝える。な
お、この入力操作領域８ａは、図５に示すような図形に限定されるものではなく、例えば
、「前の表示」あるいは「次に表示」という明確化された定型文等で構成してもよい。
【００４７】
　次に、表示部７に例えば「乗換・設備案内」情報７ｅが表示されている際、乗客が入力
操作領域８ａをタッチ操作した場合、情報制御部１０は、その入力操作情報を検出し、既
に表示を終了した「路線案内（日本語）近傍」情報７ｄに戻る動作を行う。さらに乗客が
入力操作領域８ａをタッチ操作した場合、情報制御部１０は、「路線案内（日本語）近傍
」情報７ｄに戻る動作を行う。
【００４８】
　以上の動作概要を纏めると、表示部７に各種案内情報が表示されている際、乗客が入力
操作領域８ａをタッチ操作する毎に、情報制御部１０は、乗客からの入力操作情報を取り
込み、現在表示している案内情報から既に表示終了した直前の案内情報へと表示内容を切
替える動作を行う。すなわち、情報制御部１０は、乗客が入力操作領域８ａをタッチ操作
する毎に、新しい案内情報から古い案内情報へと次々に切替える動作を行う。
【００４９】
　なお、上記説明では、情報制御部１０は、乗客が入力操作領域８ａをタッチ操作したこ
とによって、過去に表示された案内情報を次々と切替えて表示するように構成されている
が、これまでに表示された案内情報の内、一部の案内情報のみ表示するように構成しても
よい。すなわち、乗客がタッチ操作したときに表示される情報の一部を、任意案内情報と
して予め定義しておくことで、情報制御部１０は、特定の案内情報に限定した表示動作を
行う（詳細動作で説明する)。
【００５０】
　また、情報制御部１０は、乗客によるタッチ操作が終了してから一定期間が経過するま
で、従来の動作である一定期間毎の案内情報切替え動作（通常の案内情報表示動作）を行
わないように構成してもよい。言い換えると、情報制御部１０は、タッチ操作が終了して
から一定期間が経過したときに、通常の案内情報表示動作を自動的に復帰させる（詳細動
作で説明する)。
【００５１】
　次に、図６を用いて入力操作領域の構成例を説明する。
【００５２】
　図６は、図１の入力部における入力操作領域を説明するための図である。図６に示され
る入力操作領域８ａおよび入力操作領域８ｂは、入力部８の中心に対して線対称に設けら
れている。このように、入力操作領域８ｂを新たに設けることで、情報制御部１０は、入
力操作領域８ｂに乗客がタッチ操作する毎に、古い案内情報から新しい案内情報へと切替
える動作を行う（詳細動作で説明する)。
【００５３】
　また、図６に示される入力操作領域８ｃと入力操作領域８ｄは、半透明化されている。



(10) JP 5523559 B2 2014.6.18

10

20

30

40

50

このように、入力操作領域を半透明化することで、表示部７に表示される案内情報の視認
性が損なわれるのを防止できるため、乗客は、タッチ操作可能領域をある程度把握してタ
ッチ操作する事ができる。また、入力操作領域を半透明化することで、任意案内情報と入
力操作領域とをオーバーレイ表示させることが可能となる。
【００５４】
　また、入力操作領域の他の定義内容と動作方法として、例えば、図６に示すように、透
明化された２つの領域（上下方向に延伸する入力操作領域８ｅ、８ｆや、左右方向に延伸
する入力操作領域８ｇ、８ｈ）を設けることが考えられる。この各領域の大きさは、入力
部８の領域内であれば、自由に設定できるものとする。この場合の情報制御部１０の動作
は、乗客が入力操作領域８ｅ、８ｇをタッチ操作した場合、新しい案内情報から古い案内
情報へと切替える動作を行い、乗客が入力操作領域８ｆ、８ｈをタッチ操作したとき、古
い案内情報から新しい案内情報へと切替える動作を行う。なお、入力操作領域と切替えの
方向は、上記動作とは逆方向に定義するようにしてもよい。
【００５５】
　さらに、入力操作領域の他の定義内容と動作方法として、例えば、情報制御部１０は、
方向性を持つ入力操作情報８ｉ、８ｊ、８ｌ、８ｋを検出し、その操作方向の違いを検出
することで案内情報を切替えるように構成してもよい。この場合の入力操作領域は、入力
部８の全画面領域、または一部画面領域とする。これにより、乗客が方向性を持つ入力操
作を行った場合、情報制御部１０は、入力操作情報の方向性の違いを検出し、案内情報の
切替え動作を行う。
【００５６】
　ここで、方向性を持つ入力操作情報と情報制御部１０による案内情報の切替え方向とを
関連付けて説明すると、例えば、情報制御部１０は、入力操作情報８ｊ、８ｌを検出した
場合、新しい案内情報から古い案内情報へと切替える動作を行う。また、情報制御部１０
は、入力操作情報８ｉ、８ｋを検出した場合、古い案内情報から新しい案内情報へと切替
える動作を行う。なお、入力操作領域と切替えの方向は、上記動作とは逆方向に定義する
ようにしてもよい。
【００５７】
　また、情報制御部１０は、方向性を持つ入力操作時に、その方向によって案内情報の切
替え順序を決定するとともに、入力操作の加速度情報も検出することで、一度のタッチ操
作で切替える案内情報の枚数を、入力操作の加速度に応じて一枚から最大Ｎ枚まで増減さ
せるように構成してもよい。すなわち、情報制御部１０は、入力操作の加速度が大きいほ
ど切替える案内情報の枚数を増やすという動作を行う。
【００５８】
（詳細動作）
　次に、乗客が入力部８をタッチ操作した際の情報制御部１０の詳細動作を説明する。
【００５９】
　図７は、図１の情報制御部による任意案内情報の表示動作を説明するための図であり、
横軸は、停車・走行経過時間を表しており、図７の上部領域には、タッチ操作が無いとき
に区分７ｂの領域に表示される各種案内情報の表示内容と、その切替え表示タイミングが
示されている。なお、これらの案内情報は図４で示した案内情報７ｂ１～７ｂ２１と同じ
である。
【００６０】
　図４に示した各種案内情報７ｂ１～７ｂ２１の中から、乗客がタッチ操作したときに表
示しない案内情報を、任意除去案内情報として情報制御部１０に指定する。この指定は、
車両２の運行者や運行会社が行う事が考えられる。乗客が入力部８をタッチ操作した場合
、情報制御部１０は、既に表示した各種案内情報の中から、予め指定された任意除去案内
情報を除く任意案内情報のみを表示する動作を行う。なお、任意除去案内情報とは、乗客
からのタッチ操作が不要と考えられる案内情報である。
【００６１】
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　また、任意除去案内情報が指定されていない場合、情報制御部１０は、既に表示した全
ての各種案内情報を、任意案内情報として表示する動作を行う。ただし、後述する「操作
限界情報」による動作制限があるものとする。
【００６２】
　図７には、情報制御部１０に指定された任意除去案内情報および任意案内情報の一例が
示されている。例えば、各種案内情報７ｂ１～７ｂ２１の内、「路線案内（英語）広域」
情報（７ｂ５、７ｂ１１）と、「路線案内（英語）近傍」情報（７ｂ６、７ｂ１２）と、
「乗換案内」情報（７ｂ１３）と、「テロ警戒（日本語)」情報（７ｂ１６）、「テロ警
戒（英語)」情報（７ｂ１７）と、「優先席マナー」情報（７ｂ１８）と、「携帯電話利
用マナー」情報（７ｂ１９）とが任意除去案内情報として指定され、その他の情報が任意
案内情報として指定されている。これら任意除去案内情報の指定方法としては、例えば「
優先席マナー」情報や「携帯電話利用マナー」情報等の、タッチ操作時に再度表示する必
要が無いと考えられる案内情報を指定する方法がある。
【００６３】
　なお、図７には２種類の矢印が示され、実線で示される矢印は、乗客が入力操作領域８
ａをタッチ操作したときに情報制御部１０で実行される表示動作を示すものであり、点線
で示される矢印は、乗客が入力操作領域８ｂをタッチ操作したときに情報制御部１０で実
行される表示動作を示すものである。
【００６４】
　図７の操作タイミング（１）は、乗客によるタッチパネル操作開始時点の案内情報内容
が「設備案内」情報（７ｂｌ４）である場合における表示切替え例を示すものである。こ
こで、任意除去案内情報が図７に示すように指定されている場合、乗客が入力操作領域８
ａを一度タッチ操作したとき、情報制御部１０は、「乗換案内」情報（７ｂｌ３）、「路
線案内（英語）近傍」情報（７ｂｌ２)、および「路線案内（英語）広域」情報（７ｂｌ
ｌ）を飛び越えて、「路線案内（日本語）近傍」情報（７ｂ１０）を表示部７に表示する
動作を行う。その後、乗客が入力操作領域８ａを再度タッチ操作した場合、情報制御部１
０は、「路線案内（日本語）広域」情報（７ｂ９）を表示する。さらに乗客が続けてタッ
チ操作したとき、情報制御部１０は、「運行情報」（７ｂ８）を表示する動作を行うが、
予め操作限界情報を情報制御部１０に指定しておくことで、さらに古い情報へのアクセス
を防ぐことができる。
【００６５】
　図７では、一例として「路線案内（日本語）広域」情報（７ｂ９）が操作限界情報とし
て指定され、図７の操作タイミング（１）は、このような操作限界情報が指定されている
場合の切替え動作を示している。このように操作限界情報が指定されている場合、乗客が
入力操作領域８ａを何度タッチ操作しても、情報制御部１０は、表示タイミングが一つ古
い案内情報である「運行情報」（７ｂ８）に移行させず、「路線案内（日本語）広域」情
報（７ｂ９）の表示を維持し続ける動作を行う。
【００６６】
　また、情報制御部１０は、入力操作領域８ａへの連続的なタッチ操作で「路線案内（日
本語）広域」情報（７ｂ９）の表示を維持し続ける動作を行う代わりに、乗客が最初にタ
ッチ操作した時に表示していた情報に戻る動作を行い、その後、操作限界情報と最初のタ
ッチ操作時に表示していた情報との間で、上記任意案内情報の表示動作を、タッチ操作が
ある度毎に続けるように構成してもよい。すなわち、「路線案内（日本語）広域」情報（
７ｂ９）の表示を行った後、さらに乗客が入力操作領域８ａをタッチ操作した場合、情報
制御部１０は、最初のタッチ操作時に表示していた情報である「設備案内」情報（７ｂｌ
４）に戻って表示する動作を行い、その後乗客からのタッチ操作がある度毎に上記動作を
繰り返す。
【００６７】
　操作限界情報の代表的な定義方法としては、例えば２通りある。一つめの定義方法は、
タッチパネル操作開始時点の案内情報の中から、表示可能なある特定回数前の案内情報を
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、操作限界情報として定義する方法である。操作タイミング（１）の場合を例にとると、
操作限界情報である「路線案内（曰本語）広域」情報（７ｂ９）が、操作開始時点での案
内情報である「設備案内」情報（７ｂｌ４）の二つ前の案内情報（任意除去案内情報を除
く）である。すなわち、図７の例では、「路線案内（日本語）広域」情報（７ｂ９)が上
述した「表示可能なある特定回数前の案内情報」に相当する。この場合、図７の操作タイ
ミング（１）は、二つ前の案内情報を操作限界情報として定義した場合の動作を示す。
【００６８】
　もう一つの定義方法としては、タッチパネル操作開始時点の案内情報より前に表示され
た案内情報の中から、任意除去案内情報を除く特定の案内情報で定義する方法が考えられ
る。操作タイミング（１）の場合を例にとると、「路線案内（日本語）広域」情報（７ｂ
９）が、操作限界情報として定義された特定の案内情報ということになる。この場合、情
報制御部１０は、操作開始時点の「設備案内」情報（７ｂｌ４）よりも前に表示された案
内情報（任意除去案内情報を除く）を、「路線案内（日本語）広域」情報（７ｂ９）が表
示されるまで、時間的に遡って全て表示する動作を行う。
【００６９】
　以上、操作限界情報の代表的な二つの定義方法について示したが、情報制御部１０は、
車両２の運行状況によってどちらの定義方法を用いてもよい。
【００７０】
　図７の操作タイミング（２）は、乗客によるタッチパネル操作開始時点の案内情報が、
操作タイミング（１）とは別の案内情報である「開扉方向案内」情報（７ｂ２０）であっ
た場合における表示切替え例を示すものである。「開扉方向案内」情報（７ｂ２０）が表
示部７に表示されている状況下において、乗客が入力操作領域８ａを一度タッチ操作する
と、情報制御部１０は、任意除去案内情報として予め指定された各種マナー情報（７ｂ１
８、７ｂｌ９）や各種テロ警戒情報（７ｂ１６、７ｂ１７）を飛び越えて、「運行情報」
（７ｂｌ５）を表示部７に表示する。
【００７１】
　次に、乗客が入力操作領域８ａを再度タッチ操作した場合、情報制御部１０は、「設備
案内」情報（７ｂｌ４）を表示する。その後、情報制御部１０は、乗客がタッチ操作する
度に「路線案内（日本語）近傍」情報（７ｂ１０)と、「路線案内（日本語）広域」情報
（７ｂ９）とを表示する動作を行う。操作限界情報が「路線案内（日本語）広域」（７ｂ
９）の場合、情報制御部１０は、それよりも古い案内情報を表示せず、「路線案内（日本
語）広域」情報（７ｂ９）の表示を維持し続ける動作を行う。
【００７２】
　図７の操作タイミング（３）は、操作タイミング（２）の動作に加えて、異なる入力操
作領域へのタッチ操作を行った場合における表示切替え例を示すものである。ここで、乗
客が入力操作領域８ａを続けてタッチ操作することで、情報制御部１０が「路線案内（日
本語）広域」情報（７ｂ９）を表示する動作までは、操作タイミング（２）で示した動作
と同じである。その後、乗客が異なる入力操作領域８ｂを続けてタッチ操作することで、
図の右側方向に示した案内情報に切替える動作を行う。
【００７３】
　例えば、乗客が「路線案内（日本語）広域」情報（７ｂ９）を表示させた後に、入力操
作領域８ｂをタッチ操作した場合、情報制御部１０は、「路線案内（日本語）近傍」情報
（７ｂ１０）を表示する動作を行う。さらに、乗客が入力操作領域８ｂへのタッチ操作を
続けた場合、タッチパネル操作開始時点の案内情報内容である「開扉方向案内」情報（７
ｂ２０）まで各任意案内情報を切替えて表示する動作を行う。その後、入力操作領域８ｂ
へのタッチ操作を続けても、情報制御部１０は、「開扉方向案内」情報（７ｂ２０）の表
示を維持し続ける動作を行う。
【００７４】
　また、入力操作領域８ｂヘの連続的なタッチ操作で、「開扉方向案内」情報（７ｂ２０
）の表示を維持し続ける動作を行う代わりに、乗客が最初にタッチ操作した時に表示して
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いた情報に戻る動作を行い、その後、操作限界情報と最初のタッチ操作時に表示していた
情報との間で、上記任意案内情報の表示動作を、タッチ操作がある度毎に続けるように構
成してもよい。すなわち、「開扉方向案内」情報（７ｂ２０）の表示を行った後、さらに
乗客が入力操作領域８ｂへのタッチ操作を行った場合、情報制御部１０は、操作限界情報
である「路線案内（日本語）広域」情報（７ｂ９）に戻って表示する動作を行い、その後
タッチ操作がある度毎に上記動作を繰り返し行ってもよい。
【００７５】
　これまで述べた操作タイミング（１）、（２）、（３）の動作説明においては、タッチ
操作経過時間については考慮していない。そこで、タッチ操作経過時間を考慮した場合の
動作内容について追加説明する。
【００７６】
　例えば操作タイミング（３）の動作例を用いて説明すると、乗客によるタッチパネル操
作開始時点の案内情報内容が「開扉方向案内」情報（７ｂ２０）であり、その後乗客が入
力操作領域８ａ、８ｂヘのタッチ操作を続けて行っている最中に、他の表示入力部９に表
示される案内情報が、次に表示される予定の「設備案内」情報（７ｂ２１）の表示動作へ
移行していたような場合も考えられる。このような場合については、入力操作領域８ｂヘ
の連続したタッチ操作によって最終的に表示される最新の案内情報は、新しく表示された
情報（この場合は「設備案内」情報（７ｂ２１)）としてもよい。ただし、新しく表示さ
れた案内情報が任意除去案内情報である場合については、本情報を除いた最新の案内情報
を表示する動作を行う。
【００７７】
　次に、乗客によるタッチパネル操作開始時点に限定した動作内容について、図７の操作
タイミング（４）を用いて説明する。乗客によるタッチパネル操作開始時点において表示
されていた案内情報が、図に示すように、例えば「優先席マナー」情報（７ｂｌ８）等の
任意除去案内情報であった場合、乗客が入力操作領域８ａを最初にタッチ操作した時に表
示する最初の案内情報は、既に表示した任意案内情報の中から、一番新しい案内情報とす
る（この場合は「運行情報」（７ｂ１５））。
【００７８】
　また、タッチパネル操作開始時点において、乗客が入力操作領域８ｂをいきなりタッチ
操作したような場合、その時に表示している案内情報（図７では「優先席マナー」情報（
７ｂｌ８））が最新のものである為、情報制御部１０は、入力部８からの入力操作情報を
受け付けない動作を行う。
【００７９】
　また、操作タイミング（３）の動作で説明したように、入力操作領域８ｂへのタッチ操
作で操作限界情報に戻る動作を行うようにしてもよい。
【００８０】
　次に、乗客による入力部８へのタッチ操作がある一定期間無くなったような場合におい
て、通常の案内情報表示動作に自動的に復帰するように、情報制御部１０が制御する場合
の動作について説明する。
【００８１】
　図７に示される通常案内情報復帰タイミングは、この情報制御部１０による動作例を示
したものである。ここでは、乗客によるタッチパネル操作開始時点の案内情報が「設備案
内」情報（７ｂｌ４）の場合に表示される任意案内情報の表示タイミングが示されている
。表示される任意案内情報については、入力操作領域８ａ、８ｂに対するタッチ操作の内
容によって自由に切替えられる事は、これまでの動作説明で述べた通りである。そこで、
乗客から入力部８へのタッチ操作終了時点が、図７に示すようなタッチパネル操作終了時
点（通常の案内情報表示動作で表示されている「テロ警戒（日本語)」情報（７ｂｌ６）
の途中）となった場合、情報制御部１０は、予め設定されたある一定時間（ｔ秒）が経過
するまで、乗客からのタッチ操作によって表示された最後の任意案内情報を表示し続けた
後に、通常の案内情報表示動作に切替える動作を行う。なお、上述した通常案内情報復帰
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タイミングは、このｔ秒が経過した時点を示す。
【００８２】
　また、情報制御部１０は、操作終了後表示設定時間：ｔ（秒）に切替え調整時間：αを
加算した時間後に切替える動作を行うことで、一の表示入力部９における通常の案内情報
表示動作に切替えるタイミングを、乗客からのタッチ操作が無い他の表示入力部９におけ
る通常の案内情報表示の切替えタイミングに同期させるようにしてもよい。本動作を行う
ことで、復帰タイミングによっては、自動復帰後に表示された通常の案内情報が、その案
内情報の次に表示される案内情報へと急に切替ってしまうという不自然な動作を防ぐこと
ができる。
【００８３】
　なお、新たに定義した切替え調整時間：αの意味は、本動作を行う為に必要となる調整
加算時間である。すなわち、乗客からのタッチ操作が終了した表示入力部９については、
予め設定されたある一定時間(操作終了後表示設定時間：ｔ（秒)）の間、情報制御部１０
は任意案内情報を表示し続けた後、すぐには表示内容を切替えない。その後、情報制御部
１０は、乗客からのタッチ操作が無い他の表示入力部９で行われる通常の案内情報表示切
替えタイミング（切替え調整時間：αを加算した時間後のタイミング）に同期させる形で
、一の表示入力部９に対する通常の案内情報表示動作を行う。
【００８４】
　本動作の具体例を、図７に示される通常案内情報復帰タイミングをもとにして説明する
。この場合、乗客のタッチパネル操作終了時点からｔ秒後のタイミングは、「テロ警戒（
英語)」情報（７ｂｌ７）が表示されている途中のタイミングとなる。そこで、情報制御
部１０は、その案内情報の次に表示される予定の「優先席マナー」情報（７ｂｌ８）の表
示切替えタイミング（切替え調整時間：α加算後のタイミング）迄の間は、それまで表示
していた任意案内情報を表示し続ける動作を行い、α加算後のタイミングでもって、「優
先席マナー」情報（７ｂｌ８）に同期して切替える動作を行う。
【００８５】
　以上示した、通常の案内情報への同期切替えについては、例えば車両内に設置された全
ての表示入力部９に対して乗客からのタッチ操作が行われており、その全ての表示部７上
に任意案内情報が表示されているような状況があっても適用される。この場合、通常の案
内情報表示が行われている表示部７が車両内に一つも存在しないことになるが、情報制御
部１０は、通常の案内情報表示内容と表示タイミングを常にバックグラウンドで把握して
おり、たとえ通常の案内情報が何れの表示部７上にも表示されていない状況が発生したと
しても、通常の案内情報への同期切替えを個々の表示入力部９毎に独立して実現する。
【００８６】
　また、情報制御部１０の他の動作として、通常の情報表示切替えタイミングに同期させ
て切替える動作中に、乗客に対して伝達すべき緊急案内情報を表示する事態が発生した場
合には、通常の情報への同期切替え待ち中の動作に優先して不図示の緊急案内情報に切替
え表示する動作が存在する。このような緊急案内情報を表示する必要が生じた場合、情報
制御部１０は、たとえ任意案内情報を表示中の表示入力部９が存在しているときでも、即
座に緊急案内情報への表示切替えを行うと共に、入力部８からの入力操作情報を受け付け
ない動作を行う。また、任意案内情報の表示後に、入力部８へのタッチ操作がある一定期
間無くなったような場合の同期切替え待ちの期間（ｔ（秒）＋α）中に本動作が発生した
としても、情報制御部１０がすぐに緊急案内情報への表示切替え動作を行うことで、乗客
への迅速な情報伝達を実現する。
【００８７】
　緊急案内情報表示後に、それまで乗客からのタッチ操作中であった表示入力部９につい
て、緊急案内情報表示前まで表示していた任意案内情報を引き続き表示するか、それとも
通常の案内情報を表示するかは、表示入力部９の設置場所毎に任意設定できるようにすれ
ばよい。例えば、図２の開閉扉３付近（上部左側５ａ、上部中央５ｂ、上部右側５ｃ、左
側側壁５ｄ、および右側側壁５ｅ）に設置された表示入力部９については、通常の案内情
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報表示に戻る動作を行うように設定し、それ以外の設置場所に設置された表示入力部９に
ついては、緊急案内情報表示前まで表示していた任意案内情報の表示内容に戻る動作を行
うように設定する方法が考えられる。
【００８８】
　以上の処理を行うことにより、本実施の形態にかかる車両内情報システムは、各種情報
を車両内の利用者に向けて表示する表示部１と、表示部１の画面領域の一部または全ての
画面領域を覆い、利用者によるタッチ操作を検知してする入力部８とを有し、利用者が視
認できるとともに入力部８をタッチ操作可能な場所に配置された表示入力部９と、各種情
報の中から利用者が任意にアクセスすることができる任意案内情報と利用者が任意にアク
セスすることができない任意除去案内情報とに区分され、車両の運行状況を把握し、所定
の定型文または所定の定型図による視覚化された各種情報を所定のタイミング（車両２の
運行状態に応じたタイミング）で表示部７に出力すると共に、入力部８に設けられた入力
操作領域をタッチ操作することで利用者所望の任意案内情報を表示部７に出力制御する情
報出力部１２と、を備えるようにしたので、鉄道車両内の利用者へ各種案内情報を単位時
間毎に自動的に切替えて通知していたこれまでのシステムに対して、これまで乗客に対し
て一方向に通知表示していた各種案内情報の中から、乗客からのタッチ操作が必要でない
と考えられる案内情報を任意除去案内情報として予め除去した上で、乗客個別の要求を満
たす任意案内情報を乗客が望むときに取得することができる。
【００８９】
　また、情報出力部１２は、任意案内情報の表示部７への表示出力時には、利用者から入
力部８へのタッチ操作が一定時間無い場合、任意案内情報の出力を中止し、各種情報を所
定のタイミング（車両２の運行状態に応じたタイミング）で表示部７に出力する通常の情
報表示画面および表示動作に自動的に復帰することで、タッチ操作していた乗客がその場
から離れ、それまで表示していた任意案内情報を放置したままにしても、他の乗客は、必
要とする通常の案内情報をある一定時間後には自動的に取得することができる。
【００９０】
　また、タッチ操作可能な表示入力部９は、車両に複数搭載され、情報出力部１２は、通
常の情報表示画面および表示動作に自動的に復帰するタイミングを、タッチ操作されてい
ない表示入力部９に表示されている各種情報の通常の情報表示切替えタイミングに同期さ
せることで、自動復帰後に表示される通常の案内情報が急に切替ってしまうような、不自
然な表示切替え動作を防ぐことができる。
【００９１】
　また、情報出力部１２は、通常の情報表示切替えタイミングに同期させて切替える動作
中に、利用者に対して伝達すべき緊急案内情報を表示する事態が発生した場合、通常の情
報への同期切替え待ち中の動作に優先して緊急案内情報に切替え表示することで、乗客へ
緊急の要件を迅速に伝えることができる。
【００９２】
　また、表示部７の一部画面領域には、所定の定型文または所定の定型図で視覚化された
タッチ操作可能領域（入力操作領域８ａ、８ｂ）が明示されており、情報出力部１２は、
このタッチ操作可能領域をタッチ操作することで利用者所望の任意案内情報を表示部７に
出力することで、乗客がその入力操作領域をタッチ操作して所望の任意案内情報を取得で
きるようにしたので、乗客は、タッチ操作する入力操作領域部分を明確に把握した上で、
任意案内情報の取得操作を確実にできる。
【００９３】
　また、表示部７の一部画面領域には、半透明化された所定の定型文または半透明化され
た所定の定型図で視覚化されたタッチ操作可能領域（入力操作領域８ｃ、８ｄ）が明示さ
れており、情報出力部１２は、このタッチ操作可能領域をタッチ操作することで利用者所
望の任意案内情報を表示部７に出力することで、乗客がその入力操作領域をタッチ操作し
て所望の任意案内情報を取得できるようにしたので、乗客は、タッチ操作する入力操作領
域部分をある程度把握して任意案内情報の取得操作ができるとともに、入力操作領域を半
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透明化したことで、任意案内情報の表示内容に重畳表示するような同時案内表示ができる
。
【００９４】
　また、表示部７の一部画面領域には、透明化されたタッチ操作可能領域（入力操作領域
８ｅ、８ｆ、８ｇ、８ｈ）が設けられており、情報出力部１２は、このタッチ操作可能領
域をタッチ操作することで利用者所望の任意案内情報を表示部７に出力することで、乗客
がその入力操作領域をタッチ操作して所望の任意案内情報を取得できるようにしたので、
任意案内情報の表示内容を妨げないとともに、入力操作領域が拡大されたことで任意案内
情報の取得操作を容易化することが可能である。
【００９５】
　また、表示部７の一部画面領域または全画面領域には、透明化されたタッチ操作可能領
域（入力操作領域８ｉ、８ｊ、８ｋ、８ｌ）が設けられており、情報出力部１２は、方向
性を持つタッチ操作を行うことで利用者所望の任意案内情報を表示部７に出力することで
、乗客がその入力操作領域をタッチ操作して所望の任意案内情報を取得できるようにした
ので、乗客は、表示入力部９の表示画面内容を見なくても感覚的な任意案内情報の取得操
作ができるとともに、誤ったタッチ操作による誤動作を防ぐことができる。
【００９６】
　さらに、表示部７の一部画面領域または全画面領域には、透明化されたタッチ操作可能
領域（入力操作領域８ｉ、８ｊ、８ｋ、８ｌ）が設けられており、情報出力部１２は、方
向性および加速度を持つタッチ操作を行うことで利用者所望の前意案内情報を表示部７に
出力することで、乗客がその入力操作領域をタッチ操作して所望の任意案内情報を取得で
きるようにしたので、乗客は、表示入力部９の表示画面内容を見なくても感覚的な任意案
内情報の取得操作ができるとともに、一度に複数枚の案内情報切替え操作ができ、さらに
誤ったタッチ操作による誤動作を防ぐことができる。
【００９７】
実施の形態２．
　これまで説明してきた車両内案内システムについては、車両２の停車中から走行中まで
における全ての運行状況において、表示入力部９の設置場所に限らず乗客が自由にタッチ
操作できる実施形態について示したが、本実施の形態では、車両２のある特定の運行状況
下においてのみ乗客がタッチ操作できるようにした場合の実施の形態について説明する。
【００９８】
　本発明の実施の形態２について図面を参照しつつ以下に説明する。ここでは、実施の形
態１に対して追加された動作のみについて説明する。
【００９９】
　図８は、本発明の実施の形態２にかかる情報制御部による表示動作を説明するための図
である。図９は、本発明の実施の形態２にかかる情報制御部によって表示される案内情報
の一例を示す図であり、乗客からのタッチ操作を受け付けない場合に表示される「運行情
報」表示画面の一例を示すものである。
【０１００】
　図８には、車両２がＡ駅に停車してから次の停車駅であるＢ駅に停車するまでの間に、
区分７ｂの領域に切り替えて表示される各種案内情報の一例が示されている。ここで、情
報制御部１０には、タッチパネル操作可能期間と、タッチパネル操作不可期間とが予め定
義されており、こうすることで情報制御部１０は、以下に示す動作を行う。
【０１０１】
　例えば図８に示すように、停車中と次駅停車前の期間を除いた走行中の期間を、乗客の
タッチパネル操作可能期間であると予め定義した場合、情報制御部１０は、本期間中にタ
ッチ操作があった表示入力部９に対して、図８のタッチパネル操作可能期間において示さ
れる各種案内情報の中から、任意除去案内情報を除く各種任意案内情報をタッチ操作可能
な案内情報として、実施例１の動作と同じ表示切替え動作を行う。
【０１０２】
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　一方、図８のタッチパネル操作不可期間として予め定義した期間中（図８では停車中と
次駅停車前の期間中）にタッチ操作があった場合、情報制御部１０は、入力部８からの入
力操作情報を受け付けない動作を行うことで、タッチ操作があっても任意案内情報の表示
動作を行わない。
【０１０３】
　また、タッチパネル操作可能期間中にタッチ操作中であり、その後車両２の走行状態に
よってタッチパネル操作不可期間に入るようなタイミングが発生した場合には、情報制御
部１０は、それ以降の乗客からの操作を受け付けず、タッチパネル操作不可期間への切替
えタイミングに同期して、通常の案内情報の表示動作に切替える動作を行う。例えば、図
８の７ｂｌ９に示すタイミング中に乗客が任意案内情報を取得中であり、その後車両２の
走行状況によって７ｂ２０のタイミングであるタッチパネル操作不可期間に入った場合、
情報制御部１０は、それまで表示していた任意案内情報表示を消去し、通常の案内情報で
ある「開扉方向案内」情報（７ｂ２０）を表示部７に切替え表示する動作を行う。この場
合の切替えタイミングとしては、「開扉方向案内」情報が表示されるタイミングに合わせ
て切替える方法が考えられるが、実施例１の動作で説明したように、乗客による入力部８
ヘのタッチ操作がある一定期間無くなった場合、情報制御部１０は、通常の案内情報表示
動作に自動的に復帰する制御動作を行ってもよい。
【０１０４】
　以上に説明したタッチパネル操作可能期間は、図８では一例として走行中の期間として
説明した。なお、このタッチパネル操作可能期間を情報制御部１０に定義するタイミング
としては、例えば車両２が運行前の車庫に入っている時に事前定義する動作が考えられる
が、これに限定されるものではなく、運行中のあるタイミング（駅停車時や走行中）にお
いて、新たに定義、および変更してもよい。
【０１０５】
　また、表示部７に表示される各種案内情報に何らかの情報（サイン）を重畳表示させる
ことで、タッチパネル操作不可期間はタッチ操作できない状況であることを乗客に伝える
ようにしてもよい。例えば図９の領域７ｆに示される情報は、図８の７ｂ７のタイミング
で、表示部７に表示される「運行情報」の表示例である。さらに、この「運行情報」の下
部には、タッチ操作不可状況を乗客へ伝える為の定型文や定型図の一例として「ただ今、
タッチパネル操作はできません」というメッセージが重畳表示されている。このような表
示動作を情報制御部１０が行うことによって、タッチパネル操作不可期間はタッチ操作で
きない状況であることを乗客に伝えるようにしてもよい。
【０１０６】
　また、情報制御部１０は、次駅停車前のタッチパネル操作不可期間に入るある一定期間
前のタイミングから、何らかの情報（サイン）を任意案内情報と共に重畳表示させること
で、操作不可予告と車両停車前の安全確保とを促すようにしてもよい。例えば、図８の７
ｂ２０で示される「開扉方向案内」情報が表示されるタイミングのある一定期間前から、
「まもなくタッチパネル操作不可になります」、「停車に備えてつり革につかまるか、着
席して下さい」等の、操作不可予告と安全確保を促す為の定型文や定型図で構成した情報
（サイン）を、既表示の任意案内情報に重畳表示する。このような表示動作を情報制御部
１０が行うことで、操作不可予告と車両停車前の安全確保とを促すことが可能である。な
お、このときに重畳表示される情報（サイン）の表示場所は、例えば図９の７ｇで示すよ
うな表示部７の一部領域が考えられるが、他にも、表示部７内部の別の領域に表示しても
よい。
【０１０７】
　さらに、図８には、車両２のある特定の運行状況に対してのみ乗客がタッチ操作できる
実施例を示したが、表示入力部９毎に独立して、タッチパネル操作可能期間とタッチパネ
ル操作不可期間を定義するように構成してもよい。例えば、情報制御部１０には、一の表
示入力部９に対しては特定の運行状況下のみ乗客がタッチ操作できるようにタッチパネル
操作可能期間が設定され、他の表示入力部９に対しては全ての期間において乗客がタッチ
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【０１０８】
　以上の動作説明で述べたように、本実施の形態にかかる車両内情報システムは、車両２
に搭載された個々の表示入力部９には、車両の所定の運行期間がタッチパネル操作可能期
間として区分されていると共に、それ以外の期間がタッチパネル操作不可期間として区分
され、情報出力部１２は、タッチパネル操作可能期間では任意案内情報へのアクセスを可
能とし、タッチパネル操作不可期間では任意案内情報へのアクセスを禁止することで、例
えば乗客の入れ替えが激しいラッシュアワー時において、開閉扉３付近に設置された表示
入力部９に対しては、乗客からの任意案内情報へのタッチ操作ができないように予め定義
しておくことで、タッチ操作する乗客が開閉扉３付近の他の乗客の邪魔になるような状況
を防ぐことができる。以上のことから、車両２の運行状況や設置場所の乗車状況の変化を
考慮した表示入力部９ヘのタッチ操作制御を行うことができる。
【０１０９】
　また、情報出力部１２は、タッチパネル操作不可期間において、操作不可を示す情報を
、所定の定型文または所定の定型図で視覚化した何らかの情報（サイン）として重畳表示
させることで、乗客へタッチ操作できない状況を伝えるようにしたので、乗客は表示入力
部９へのタッチ操作不可状況を事前に知ることができる。
【０１１０】
　さらに、情報出力部１２は、タッチパネル操作不可期間に入る一定期間前のタイミング
から、タッチ操作不可を予告する情報と利用者への安全確保を促す情報とを、所定の定型
文または所定の定型図で視覚化した情報（サイン）として重畳表示させることで、乗客は
表示入力部９へのタッチ操作ができなくなる状況を事前に知ることができるとともに、表
示入力部９へのタッチ操作を自発的に終了し、まもなく車両２が停車することによる安全
上の動作を行うことができる。
【産業上の利用可能性】
【０１１１】
　以上のように、本発明は、鉄道車両内の乗客に対して運行情報等に代表される各種案内
情報を通知する車両内情報システムに適用可能であり、特に、各種案内情報の中から乗客
が所望する情報を任意に取得することができる発明として有用である。
【符号の説明】
【０１１２】
　２　車両
　３　開閉扉
　４　連絡扉
　５　表示入力部設置場所（開閉扉付近設置）
　６　表示入力部設置場所（連絡扉付近設置）
　７　表示部
　８　入力部
　９　表示入力部
　１０　情報制御部
　１１　情報発生部
　１２　情報出力部
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【図８】 【図９】
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